
　
　
　
第
十
三
雀
　
　
識
　
　
　
介

が
交
々
郷
何
に
鐙
諾
し
如
輔
に
潅
退
し
弛
か
を
聡
か
に
し
て
あ
っ

て
、
こ
れ
ら
諸
家
の
盛
嚢
興
亡
の
跡
を
知
ら
ん
ミ
す
る
人
々
に
、
こ

っ
て
は
絶
好
の
参
考
書
ミ
成
る
も
の
で
あ
る
。
（
菊
園
八
三
一
頁
、

綴
版
二
十
霊
智
、
農
根
縣
嚢
行
）

　
　
麟
東
北
文
化
研
究
鱗
｝
雛

　
本
誌
の
創
刊
號
が
九
月
一
臼
を
以
て
愈
々
嚢
行
さ
れ
た
。
巻
頭

に
は
嘉
田
簿
士
の
饗
行
の
趣
旨
、
次
に
飼
博
士
の
　
，
東
北
交
化
研

究
の
必
要
ミ
其
の
興
味
」
「
東
北
民
族
研
究
序
論
；
歴
史
家
の
魏
乗

ろ
我
が
民
族
齪
一
」
、
が
あ
っ
て
、
東
北
民
族
の
．
研
究
は
我
が
圓
塑

の
根
幹
を
な
す
日
本
民
族
の
成
立
、
丸
本
國
家
嚢
展
の
事
々
を
明

か
に
す
る
上
に
最
も
重
要
な
地
位
を
占
め
る
事
を
蓮
べ
て
あ
る
ソ

其
他
隔
博
士
の
「
旦
驚
見
國
の
研
究
」
を
始
め
、
岩
手
縣
最
初
の
古

墳
嚢
掘
記
銀
（
小
笠
原
謙
吉
）
、
末
の
松
山
像
設
（
齋
藤
忠
）
、
菅
江

長
澄
翁
（
深
青
多
布
）
、
オ
シ
ラ
紳
に
就
て
の
小
報
告
（
控
々
木
喜

善
）
、
秀
吉
奥
州
雀
伐
に
関
す
る
舌
感
政
宗
の
書
簡
に
就
て
（
中
瀬

武
）
、
　
蹴
美
嚢
鹸
稀
上
北
郡
先
体
一
席
蜘
内
分
・
再
臨
荻
能
心
（
成
醗
【
雰
治
）
、
　
｝
塾
泉

毛
越
寺
境
内
摩
多
羅
紳
の
行
事
（
室
谷
精
四
郎
）
、
秋
田
地
方
嚢
見

木
製
展
に
就
い
て
（
武
藤
一
郎
）
、
朝
口
需
の
話
（
伊
東
信
雄
）
の
諸

　
　
　
　
　
　
第
M
鰻
縫
｝
　
　
　
一
観
○
　
（
山
ハ
四
八
）

編
、
及
び
喜
田
陣
触
の
墨
窓
無
誌
が
あ
り
、
其
他
彙
報
、
無
…
白
録

等
記
事
葉
書
に
し
て
挿
閾
も
多
く
、
束
北
文
化
を
研
究
せ
ん
、
こ
す

る
人
々
に
ε
つ
て
は
、
情
好
の
筆
意
難
誌
ε
な
る
で
あ
ら
う
、
。
蕩

入
は
本
誌
の
餐
摺
を
喜
ぶ
噛
こ
共
に
衷
心
か
ら
其
の
前
幅
を
親
輻
す

る
。
（
　
二
〇
頁
、
來
臨
写
誌
出
坂
瀧
登
行
、
便
五
〇
銭
）
〔
以
上

松
野
〕

，
　
　
醗
ギ
ソ
シ
ヤ
・
史
研
究
　
　
　
　
原
　
附
脚
　
酬
國
藩
…

　
…
、
事
實
を
事
変
ざ
し
て
眞
細
を
探
求
す
る
事
㍗
こ
、
事
触
を
礎
展
の

翔
に
於
て
観
察
す
る
事
ミ
は
、
入
間
の
本
性
に
根
ざ
す
強
い
要
求

で
あ
っ
て
，
こ
の
二
つ
の
要
求
に
刺
戟
さ
れ
て
歴
史
は
饗
生
す
る

の
で
あ
る
。
」
本
書
の
前
史
を
な
す
五
章
は
著
者
の
か
・
る
考
の
下

に
行
は
れ
た
ギ
リ
シ
ャ
史
學
史
に
關
す
る
研
究
を
集
め
た
も
の
で

あ
る
。
議
し
て
著
者
は
水
準
ロ
ス
及
び
ヘ
シ
オ
ド
ス
に
素
朴
な
る

上
記
の
歴
史
駒
精
紳
を
み
ε
め
是
を
以
て
ギ
リ
シ
ャ
史
學
の
曙
光

¶
こ
見
て
居
る
。
こ
れ
は
ホ
メ
ロ
ス
ヅ
ク
ユ
ヂ
デ
ス
よ
り
ヘ
ロ
ド
ト

ス
に
至
り
、
更
に
ボ
リ
ユ
ビ
オ
ス
の
史
風
に
も
筆
を
及
ぼ
し
礎
學

思
想
を
た
つ
ね
以
て
一
貫
し
た
ギ
リ
シ
ャ
史
學
史
を
形
づ
く
っ
て

居
る
の
で
あ
る
、
倫
是
等
の
歴
史
家
が
｝
箇
の
縄
質
的
威
力
允
る



【，

桙
ｵ
に
つ
い
て
加
何
な
る
態
度
に
あ
っ
た
か
を
蓮
べ
た
「
時
、

蓮
命
」
は
就
中
興
味
深
く
護
ま
れ
る
嚇
章
で
あ
る
。

　
本
書
後
申
の
六
章
は
ギ
リ
シ
ャ
諸
家
の
理
想
評
家
、
理
想
生
活

に
つ
い
て
の
所
論
の
研
究
，
叉
そ
れ
よ
り
導
か
る
臥
ギ
リ
シ
ャ
人

の
實
生
活
へ
の
考
察
で
あ
る
ミ
冨
ひ
得
よ
う
。
「
ギ
リ
シ
ャ
に
於
け

る
理
想
國
家
論
の
研
究
は
ギ
リ
シ
ャ
入
の
文
明
批
感
受
で
あ
り
ギ

リ
シ
ャ
鍾
愛
の
生
活
史
で
あ
る
」
ミ
す
る
著
者
の
理
想
國
家
論
の

考
屑
祭
は
㌧
し
の
考
に
よ
ハ
ソ
導
か
れ
一
し
居
の
ソ
。
田
肥
に
忘
し
一
し
ヘ
シ
オ
ド

　
　
　
エ
ル
ガ

ス
の
「
仕
事
」
ア
リ
ス
塾
プ
ハ
ァ
ネ
ス
の
　
、
女
の
議
會
」
、
ヘ
カ
タ

イ
ォ
ス
等
の
理
想
國
物
語
等
の
概
説
も
試
み
ら
れ
て
居
る
。
　
、
ル
ユ

ク
ル
ゴ
ス
の
傅
説
」
に
於
て
は
素
朴
主
義
の
理
想
國
ミ
駐
せ
ら
れ

る
ス
パ
ル
タ
に
於
け
る
こ
の
嫁
論
が
一
箇
の
電
・
國
的
復
古
的
政
治

理
想
こ
し
て
成
立
せ
る
事
を
論
じ
、
「
ソ
プ
ヒ
ス
｝
ε
そ
の
時
代
」

で
は
瀞
五
世
紀
頃
の
ア
テ
ナ
イ
入
の
思
想
生
活
を
當
時
の
思
想
界

の
代
辮
者
た
る
ソ
プ
ヒ
ス
ト
を
中
心
ε
し
て
蓮
べ
て
居
る
。
傳
統

を
蔑
説
し
都
市
國
家
の
墓
を
危
ふ
か
ら
し
め
た
ソ
プ
ヒ
ス
ト
の
書

説
が
や
が
て
は
都
市
國
家
的
迷
妄
を
破
っ
て
ヘ
レ
ニ
ス
チ
ッ
ク
世

界
主
義
へ
ε
遙
む
べ
き
根
底
を
な
し
た
所
に
吾
々
は
彼
等
の
階
代

　
　
　
第
十
三
巷
　
　
紹
　
　
　
介

の
代
辮
者
ぐ
」
し
て
の
貢
献
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
著
者
も

亦
充
分
に
是
等
を
述
べ
て
怨
す
所
が
な
い
。

，
著
考
が
「
日
本
人
ミ
し
て
の
酉
洋
愛
學
研
究
」
ミ
冨
ふ
特
殊
な
條

件
を
脱
せ
ん
ミ
す
る
抱
負
の
下
に
な
さ
れ
た
業
蹟
を
此
慮
に
得
て

そ
の
抱
負
實
現
へ
の
確
實
な
る
歩
み
寄
り
を
見
、
著
者
の
喜
び
を

喜
び
ぐ
」
す
る
次
第
で
あ
る
。
年
高
な
引
用
－
こ
懇
切
な
る
註
．
解
・
こ
が

聾
者
を
便
す
る
事
の
大
な
る
は
雷
ふ
ま
で
も
な
い
。
（
岩
波
書
唐
獲

行
、
四
一
〇
褒
、
三
・
五
〇
圓
）
〔
猪
谷
Ψ

鱈
耀
渕
［
鋳
㈱
　
　
　
一
閃
［
一
　
（
山
ハ
叫
門
九
）


